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１－１授業の概観 
本授業（ボールゲーム E）は、１年・２年の後

学期に開講する科目であり、保健体育専修・スポ

ーツ健康科学課程の必修科目である。受講学生数

は、男子 35 名であった。バレーボール（福田）
とハンドボール（堺）を 2名の教員が分担し授業
を行った。この報告書は、福田が担当したバレー

ボールを中心にまとめたものである。 
１－２ 授業の目的 
授業の目的は、バレーボールとハンドボールの

指導者として必要な基本的な知識と指導法を学

習する。また、ボールゲームの基本動作をデモン

ストレーションできるために必要な能力を養成

する。さらに、応用的技術として、各種フォーメ

ーションやルールを理解し、審判方法やゲームの

運営法を学習することである。 
１－３ 授業の到達目標 
１）（知識・思考） 
バレーボールにおける基本的な知識を正しく理

解し、論理的に説明できる。指導対象者に合わせ

た指導の在り方と指導技術について理解する。 
２）（技能・表現） 
子どもの発達に応じた授業の構成や教材・教具の

工夫ができ、個に応じた指導や説明ができる。技

術的に髙レベルのパフォーマンスを行うことが

出来る。 
3)（意欲・関心・態度） 
スポーツにおける技術を科学的側面から観察す

ることができる。スポーツの未熟練者に適切な指

導ができる。 
１－４ 授業の概要 
 授業は、実技練習が中心となるが、方法論や理

論的な説明も多く取り入れた。個人の技術向上を

ねらうが、学生が相互に指導者と生徒の立場に別

れ、お互いに指導しあうことにより、指導能力と

各個人の技能の向上を目指した。実技の内容は以

下のとおりである。ウォーミングアップ、指導補

助技術(ボールの投げ方等)、基本姿勢、アンダー
ハンドパス、オーバーハンドパス、ミート、アタ

ック、ブロック、サーブ、レシーブ等である。 
２ 授業評価法 

 授業の評価は、基本技術・審判方法・指導方法

に関する実技試験による技能向上度と理解度の

結果を分析した。また、レポートおよびアンケー

トの結果によって行った。学生アンケートの形態

は、自由記述型のものとして幅広く学生の評価を

得ることを目的とした。 
３ 授業評価結果 

今回の受講生は 35 名であり、技術練習やゲー
ムを行うに当たっても適した状況で開講できた。

体育館もバレーボールコート 2面が占有でき、指
導環境としては、最適であった。課題であったバ

レーボールコートの設営に要する時間の短縮に

ついては、準備担当者を決めたことや受講者が協

力して手際よく授業の準備にあたってくれた。こ

れらの作業は、授業を効率よく行うためだけでな

く、学生が指導者になった時には、欠かすことが

できない知識の一つになるであろう。 
授業の回数が 7回しかなく、この中で知識的な
部分での理解度の向上は、かなり改善できた。し

かし、技能習得のために、授業時間外の復習や練

習が必要であることを学生に伝えていたが、目標

としていた水準には達成できなかったと思える。

今後、時間外の練習環境の整備について検討する

必要がる。 
知識・理解度を確認するためにレポートの作成

を求めた。しかし、授業中に説明した指導ポイン

トの多くが、忘れ去られていたことが明らかとな

った。実技中心の授業であるが、必要事項を整理

したプリントの配布や、授業中においてノート

（メモ）に記入できるような工夫をしていきたい。 
学生の意識として、自分が知識・技能獲得をす

るとゲームを楽しみたくなる欲求が高まる。しか

し、上手くできない生徒にいかに適切な指導がで

きるかが本来の目的である。この授業の中には対

象となる生徒がいないため、この意識改革を今後

の課題としたい。 
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１－１授業の概観 
本授業は、１年前・後期に集中講義形式で開講

する科目であり、スポーツ健康科学課程の必修科

目である。また、保健体育専修の学生も選択科目

として受講し、受講学生数は、33名であった。 
１－２ 授業の目的 
本授業では、総合型スポーツクラブにおける各

スポーツ教室に参加し、運動指導教室開催に向け

てのプロセスを学び、その運営方法などについて

観察し、理解する。また、体力の改善を図るため

の運動プログラム作成に必要な基礎的事柄に対

する理解を深める。さらに運動プログラムを実践

するにあたっての基礎的知識を学ぶ。 
１－３ 授業の到達目標 
１）（知識・思考） 
運動指導教室の企画・立案、運営の仕方を説明す

ることができる。 運動プログラム作成にあたっ

ての基礎的知識を説明することができる。 
２）（技能・表現） 
各スポーツ教室実施の準備ができる。安全な実技

指導ができる。 
３）（意欲・関心・態度） 
参加者の意欲・関心を高めることができる。他の

教室運営と比較することができる。スポーツの未

熟練者に適切な指導ができる 
１－４ 授業の概要 
本実習では、観察を通して運動指導教室の企画・

立案、運営の方法について実習を通じて学んでい

く。また指導対象者への対応や運動指導プログラ

ムの作成の仕方について説明を行う。 
 
２ 授業評価法 

 授業の評価は、中間と最終回に実習の活動報告

会を実施し、このときのディスカッションにおい

てでた意見から分析を行った。また、活動報告書

に、随時感想の記入をもとめた。最終回にアンケ

ートを行った。学生アンケートの形態は、自由記

述型のものとして幅広く学生の評価を得ること

を目的とした。 

３ 授業評価結果 

（１）運営しているクラブごとに、参加者の特性

が大きく異なっていた。大別すると、小学生を対

象としたスポーツ教室と一般成人を対象とした

教室に分類される。 
 活動報告の結果から、学生にとっても、大学に

入ってからの初めての実習であるために、とまど

いが多く見られた。そこで、前半部分では、観察

実習的な要素を強調して実施した。事前指導とし

て基本的な指導ポイントの解説を行ったが、対象

者の年齢幅が大きいために、指導における時間が

不足した状態で始めざるを得なかった。 
（２）各自の活動している活動報告の結果、それ

ぞれの教室の問題点や優れているポイントを具

体的に分析できていた。 
（３）他教室の視察に関する報告においては、担

当を指定しなかったために、特定の教室に固まっ

てしまった。この点については、来年度以降の課

題としたい。報告書の内用としては、各自の所属

する教室との比較検討が適切になされ、今後の教

室運営に大きく貢献できるものと思われる。しか

し、即時的な問題解決を必要とされるものや、対

応が可能な課題に対して、積み残しになってしま

うケースも多く見られた。これは、上級生が多く

いる中での１回生の立場によるものであること

が推察されるが、この点については、今後検討し

ていきたい。 
（４）到達目標に対しての評価は、知識・思考、 
技能・表現について、満足できる成果を得られた

と思える。しかし、意欲・態度においては、実習

の後半部分で緊張感の低減や目的意識の減退が

見られる学生がいた。 
（５）成績の評価は、全学生をまとめて行う、教

室での講義・報告会・レポートによるものと、各

教室での活動状況の合計点によって行った。各教

室間の評価基準に若干の差があったように思え

たが、この点についても評価基準の統一について、

今後検討する必要があると思える。 
 


